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このような様々な画像診断装置の中でも X 線コンピュータ断層撮影（X 線 CT, CT: computerized 
tomography または computed tomography）はコンピュータが活躍する画像診断装置の代表と言えます。
X 線 CT は、対になった X 線照射管と検出器が人体を取り囲むように一回転することにより人体を透過
する X 線の強弱を様々な方向から観測し（図 1）、得られた各データを放射線の照射方向に基づいてコ
ンピュータで再構成計算して断層像（断面図）として画像化する方法で、1972 年に英国 EMI 社の技術
者であるハンスフィールド氏が開発し、1979 年にノーベル医学生理学賞の対象となりました。従来の
X 線画像は投影像であり、X 線が照射された奥行き方向の情報は検出できないため人体内部の様子を立



















以下の細かさで 3 次元画像として撮影することも可能となっています。仮に 1 mm の細かさの 3 次元デ
ジタル画像を考えると、約 2 m の身長の大人であれば、1 mm 毎の輪切りの断層画像として 2000 枚の
画像から構成される膨大な量の 3 次元データとなります。X 線 CT のように短時間で撮影が可能な画像












































































できるシステムが開発されています（図 4）。また、手術室内でモニターに 3 次元臓器モデルを表示して
病変部位との位置関係を確認しながら手術を進める手術ナビゲーションもまだ適用可能な手術は限られ
ているものの実利用がなされ始めています。
3 次元医用画像の計測技術とコンピュータによる画像処理や数理モデル化の技術は世界的にも日進月
歩で研究が進められています。医用画像に基づいて診断や治療を支援する医用システムのさらなる深化
によって、患者への負担が少ない高品質な医療がより多くの医療機関で提供されることが期待されます。
4．むすび
医療の場で利用されているコンピュータや情報技術について、医用画像を中心に実例を挙げながら簡
単に紹介しました。私たちの研究室でも、より高度な医療を目指して、様々な医用画像に対する画像処
理や画像提示法の開発を行っています。医師に対して、様々な疾病の診断が容易となるよう画像を自動
解析したり、コンピュータ上で画像をバーチャルに取り回し病変部を切除する過程について試行錯誤で
きるような環境を提供するなど、高度な医療を安全に、正確に、容易に行うための様々な方法を提案し
ています。また、これらの技術は、医師だけでなく患者さんにとっても自分の病状の理解を助けること
に繋がると期待されます。近い将来の新しい医療の一端を担う技術として、現在進めている研究が少し
でも役に立つことを願っています。
